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石
垣

　
絵
美

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
疱
瘡
習
俗
の
研
究
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
人
間
に
感
染
す
る
天
然
痘
ウ
イ
ル
ス
は
、
医
学
上
は
感
染
者
の
致
死
率
が
高
い
痘
瘡
・

大
痘
瘡
・
天
然
痘
（Variola m

ajor

）
と
致
死
率
が
低
い
乳
痘
・
小
痘
瘡
・
牛
痘
（Variola 

m
inor

）
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
の
庶
民
生
活
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
明

確
に
区
別
は
さ
れ
ず
、
長
く
一
括
し
て
「
疱
瘡
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

一
九
八
〇
年
五
月
に
国
際
連
合
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
根
絶
宣
言
が
な
さ
れ
、

そ
の
罹
病
者
が
な
く
な
っ
て
四
十
年
ほ
ど
が
経
つ
が
、
疱
瘡
と
い
う
病
気
を
巡
る
習
俗
は
現

在
も
記
憶
に
留
め
ら
れ
た
り
、
実
際
に
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
罹
病
に
よ
っ
て
死
に
到
る

こ
と
が
頻
繁
に
あ
っ
た
疱
瘡
は
恐
ろ
し
い
病
気
と
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
へ
の

対
抗
呪
術
や
平
癒
祈
願
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
習
俗
で
あ
る
民
俗
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
う

ち
の
い
く
つ
か
が
現
在
も
実
修
さ
れ
て
い
る
。
石
垣
絵
美
の
学
位
申
請
論
文
「
疱
瘡
習
俗
の
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－ 3 － － 2 －

研
究
」
は
、
こ
う
し
た
疱
瘡
に
関
す
る
民
俗
の
全
体
像
と
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
の
把
握
を
め
ざ
し
、

罹
患
・
平
癒
の
過
程
で
行
わ
れ
て
き
た
習
俗
の
特
質
の
解
明
、
江
戸
時
代
に
流
布
さ
れ
た
疱

瘡
絵
の
画
題
解
釈
、
疱
瘡
神
祭
祀
の
現
況
な
ど
と
、
さ
ら
に
は
中
国
山
東
省
と
天
津
市
に
お

け
る
疱
瘡
習
俗
に
つ
い
て
具
体
的
に
叙
述
し
、
分
析
を
加
え
て
い
る
。

　
本
論
文
の
構
成
は
、
「
序
章

　
研
究
の
目
的
と
先
行
研
究
」「
第
一
章

　
疱
瘡
を
め
ぐ
る
理

解
と
対
処
の
歴
史
」
「
第
二
章

　
江
戸
時
代
の
疱
瘡
へ
の
対
処
」「
第
三
章

　
疱
瘡
絵
を
め
ぐ

る
民
俗
伝
承
」
「
第
四
章
　
疱
瘡
習
俗
の
諸
相
」「
第
五
章
　
疱
瘡
神
祭
祀
の
諸
相
」「
第
六
章

　
中
国
に
お
け
る
天
然
痘
習
俗
」「
終
章

　
結
論
と
今
後
の
課
題
」
の
八
章
か
ら
な
る
。

　
序
章
で
は
研
究
の
目
的
と
、
歴
史
学
や
文
化
人
類
学
の
研
究
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
民
俗

学
に
お
け
る
疱
瘡
習
俗
の
研
究
史
を
ま
と
め
、
自
ら
の
研
究
視
点
か
ら
従
来
の
研
究
の
不
足

点
な
ど
を
指
摘
す
る
。
論
文
の
本
論
は
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

旨
を
記
す
と
、
第
一
章
で
は
江
戸
時
代
を
中
心
に
疱
瘡
を
め
ぐ
る
理
解
と
牛
痘
種
痘
法
の
普

及
の
歴
史
を
ま
と
め
る
。
病
気
と
し
て
の
疱
瘡
に
関
す
る
知
識
の
広
ま
り
は
十
八
世
紀
初
め

か
ら
で
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
香
月
牛
山
『
小
児
必
要
養
育
草
』
に
は
罹
患
時
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－ 3 － － 2 －

の
症
状
経
過
に
は
五
段
階
が
あ
る
こ
と
や
平
癒
後
の
養
生
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
の
橋
本
静
話
『
疱
瘡
禁
厭
秘
伝
集
』
に
は
疱
瘡
は
胎
毒
に
拠
る
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
の
橋
本
伯
寿
『
国
字
断
毒
論
』
に
は
「
天
稟
の
毒
気
」
に
拠
る
が
「
生
涯
二
度

病
ざ
る
」
な
ど
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
章
で
論
述
の
中
心
と
す
る
の
は
牛
痘

種
痘
法
の
普
及
に
つ
い
て
で
、緒
方
洪
庵
に
よ
る
除
痘
館
で
の
活
動
と
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

の
『
病
学
通
論
』
に
お
け
る
「
刺
激
物
」
に
よ
る
と
い
う
病
因
理
解
な
ど
を
紹
介
し
、
明
治

時
代
以
降
の
種
痘
の
義
務
化
へ
の
過
程
を
ま
と
め
る
。
種
痘
義
務
化
へ
の
過
程
に
お
い
て
は
、

た
と
え
ば
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
三
月
の
「
種
痘
に
つ
き
小
諸
藩
種
痘
所
諭
達
」
で
は
、

香
月
牛
山
が
説
い
た
症
状
経
過
と
類
似
し
た
五
段
階
の
症
状
が
示
さ
れ
る
が
、
病
因
に
つ
い

て
は
胎
毒
と
気
象
因
子
に
よ
る
と
い
う
理
解
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ

ら
に
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
月
の
文
部
省
布
達
「
種
痘
規
則
」
な
ど
の
法
令
類
や
明
治

八
年
（
一
八
七
五
）
一
月
の
「
信
飛
新
聞
」
の
種
痘
記
事
な
ど
か
ら
種
痘
の
周
知
と
理
解
の

あ
り
方
を
ま
と
め
、
大
正
時
代
末
・
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
静
岡
県
や
群
馬
県
な
ど
の
方
々
か

ら
実
際
の
種
痘
体
験
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
あ
げ
、
種
痘
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
種
痘
後
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－ 5 － － 4 －

に
は
疱
瘡
神
祭
り
、
疱
瘡
神
送
り
な
ど
の
呪
的
習
俗
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

　
第
二
章
で
は
江
戸
時
代
の
医
書
や
養
生
書
な
ど
に
み
る
疱
瘡
へ
の
理
解
と
対
処
法
を
取

り
上
げ
、
こ
れ
ら
に
記
さ
れ
て
い
る
疱
瘡
に
対
す
る
呪
的
対
処
な
ど
の
習
俗
を
検
証
す
る
。

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
は
、
疱
瘡
へ
の
罹
病
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
々
に
明
ら
か
に

な
り
種
痘
法
の
普
及
が
開
始
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
前
の
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
香
月

牛
山
『
小
児
必
要
養
育
草
』
以
降
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
渡
充
『
荳
瘡
養
育
』
や
寛

政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
志
水
軒
朱
蘭
『
疱
瘡
心
得
草
』、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
池
田

独
美
『
國
字
痘
疹
戒
草
』
な
ど
に
は
疱
瘡
神
祭
祀
や
酒
湯
と
い
っ
た
疱
瘡
平
癒
祈
願
た
め
の

呪
的
対
処
が
引
き
続
き
見
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
疱
瘡
へ
の
対
処
に
は
、
科
学
的
な
対
処
と
習

俗
で
あ
る
呪
的
な
対
処
が
併
存
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
武
蔵
国
椚
田
村
（
現
八
王

子
市
東
浅
川
町
）
の
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
以
降
の
『
石
川
日
記
』
か
ら
疱
瘡
の
流
行
と
「
湯

か
け
」
な
ど
の
習
俗
を
示
し
、武
蔵
国
中
藤
村
（
現
武
蔵
村
山
市
）
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま
で
の
指
田
摂
津
正
藤
詮
『
指
田
日
記
』
か
ら
疱
瘡
流
行
・

種
痘
実
施
と
「
湯
流
し
・
さ
さ
湯
」「
疱
瘡
棚
」「
疱
瘡
見
舞
い
」「
疱
瘡
祝
い
」「
疱
瘡
日
待
」、
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平
癒
祈
願
の
「
千
度
参
り
・
千
垢
離
」
習
俗
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
渡
邊
平
太
夫
政
通
『
桑
名
日
記
』
に
は
、
疱

瘡
の
症
状
段
階
に
合
わ
せ
た
門
守
り
、
疱
瘡
見
舞
い
、
疱
瘡
棚
設
置
、
笹
湯
な
ど
の
習
俗
が

存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
か
ら
香
月
牛
山
『
小
兒
必
用
養
育
草
』、
橘
南
谿
『
痘
瘡

水
鏡
録
』
、
池
田
霧
渓
『
疱
瘡
食
物
考
』
な
ど
の
江
戸
時
代
の
医
書
等
に
記
さ
れ
る
疱
瘡
の
発

症
時
か
ら
平
癒
時
ま
で
の
罹
病
経
過
と
治
癒
を
願
う
諸
習
俗
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
三
章
は
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
疱
瘡
絵
を
取
り
上
げ
、
先
行
研
究
で
は
分
析
が
不
十
分

で
あ
っ
た
画
題
の
検
討
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
疱
瘡
絵
に
描
か
れ
る
「
富
士
山
」
は
、
疱
瘡

罹
病
の
約
十
五
日
間
の
う
ち
、
生
死
の
境
を
分
け
る
九
日
か
ら
十
一
日
目
を
無
事
に
乗
り
切

る
「
山
あ
げ
」
を
表
す
と
判
断
で
き
る
。
富
士
山
は
こ
の
「
山
あ
げ
」
へ
の
祈
願
の
意
味
を

も
つ
と
い
え
、
「
疱
瘡
絵
」
の
画
題
は
疱
瘡
の
症
状
に
つ
い
て
の
江
戸
時
代
の
医
書
な
ど
に
お

け
る
知
識
が
反
映
さ
れ
、
症
状
の
推
移
と
快
復
ま
で
の
道
筋
を
示
す
こ
と
で
平
癒
が
願
わ
れ

た
。
ま
た
「
疱
瘡
絵
」
は
多
く
赤
絵
で
あ
る
こ
と
は
、
習
俗
と
し
て
行
わ
れ
た
赤
色
の
衣
類
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を
着
る
な
ど
と
同
様
、
す
で
に
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
『
小
兒
必
用
養
育
草
』
に
あ

る
疱
瘡
平
癒
に
赤
色
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
も
結
び
つ
き
、
こ
こ
に
は
疱
瘡
の
赤
い

発
疹
に
通
じ
る
類
似
連
想
的
な
考
え
方
が
認
め
ら
れ
る
。「
疱
瘡
絵
」
に
描
か
れ
る
源
為
朝
像

は
、
文
化
四
・
五
年
（
一
八
〇
七
・
〇
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
滝
沢
馬
琴
『
椿
説
弓
張
月
』
の
記
事
が
、

病
魔
を
除
く
発
信
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
見
解
を
示
す
。

　
第
四
章
で
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
疱
瘡
習
俗
の
具
体
的
な
内
容
を
あ
げ
て
分
析
を
加
え
る
。

疱
瘡
習
俗
に
は
罹
病
時
に
行
わ
れ
る
臨
時
的
習
俗
と
人
生
儀
礼
や
歳
時
習
俗
と
し
て
行
わ
れ

る
定
期
的
習
俗
が
あ
り
、
前
者
に
は
罹
病
初
期
、
罹
病
中
、
治
癒
時
の
三
段
階
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。
罹
病
初
期
に
は
疱
瘡
神
を
ま
つ
る
疱
瘡
棚
の
設
置
、
罹
病
中
に
は
疱
瘡

神
祭
祀
、
疱
瘡
の
膿
疱
が
盛
り
上
が
る
ヤ
マ
ア
ゲ
に
は
疱
瘡
団
子
、
治
癒
時
に
は
疱
瘡
棚
の

廃
棄
や
笹
湯
・
酒
湯
・
ユ
ナ
ガ
シ
が
行
わ
れ
た
と
、
習
俗
を
詳
細
に
整
理
す
る
。
こ
れ
ら
か

ら
は
江
戸
時
代
の
医
書
な
ど
に
記
さ
れ
た
疱
瘡
の
罹
病
経
過
へ
の
理
解
が
民
間
に
も
あ
り
、

疱
瘡
習
俗
は
罹
病
か
ら
治
癒
ま
で
の
罹
病
過
程
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
定
期
的
習
俗
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
疱
瘡
習
俗
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
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－ 7 － － 6 －

い
「
疱
瘡
踊
り
」
「
疱
瘡
オ
ビ
シ
ャ
」
を
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
現
状
を
叙
述
し
、
分
析
を
加

え
る
。
前
者
は
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
で
の
調
査
で
、
疱
瘡
神
の
祭
祀
や
歌
詞
に
は
疱
瘡
絵

の
詞
書
き
と
の
一
致
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
は
伊
勢
講
と
も
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
。
後
者
の
「
疱
瘡
オ
ビ
シ
ャ
」
は
千
葉
県
成
田
市
と
市
川
市
で
の
調
査
記
録
で
、
成
田
市

で
は
「
疱
瘡
囃
子
」
も
伴
っ
て
い
る
な
ど
、
疱
瘡
習
俗
の
研
究
対
象
を
広
げ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
従
来
か
ら
多
く
の
研
究
が
あ
る
疱
瘡
神
祭
祀
に
つ
い
て
、『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
と
神
社
明
細
帳
か
ら
疱
瘡
神
社
・
疱
瘡
社
に
つ
い
て
抽
出
し
、
村
の
鎮
守
社
、
村
内
社
、

集
落
の
鎮
守
社
に
末
社
や
合
社
と
し
て
、
あ
る
い
は
寺
院
の
境
内
社
と
し
て
祀
ら
れ
、
記
載

さ
れ
る
建
立
年
は
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
横

浜
市
金
沢
区
富
岡
東
の
長
昌
寺
境
内
に
祀
ら
れ
る
芋
観
音
堂
の
祭
祀
、
小
平
市
小
川
町
の
瘡

守
稲
荷
社
の
祭
祀
に
つ
い
て
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
て
現
況
を
叙
述
し
、
疱
瘡
が
根
絶
し
た

現
在
に
お
い
て
も
疱
瘡
平
癒
祈
願
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
先
の

定
期
的
習
俗
と
い
え
る
家
々
が
行
う
年
初
の
疱
瘡
神
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
八
王
子
市
上
恩
方

町
の
現
状
調
査
を
含
め
全
国
か
ら
事
例
を
収
集
し
て
、
年
初
の
疱
瘡
神
祭
祀
の
意
味
に
つ
い
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て
分
析
を
加
え
、
年
初
の
ア
ラ
ガ
ミ
祭
祀
と
解
釈
す
る
。

　
第
六
章
で
は
中
国
に
お
け
る
天
然
痘
習
俗
に
つ
い
て
山
東
省
と
天
津
市
で
の
実
地
調
査
に

も
と
づ
い
て
現
況
を
叙
述
、
分
析
す
る
。
山
東
省
曲
阜
市
陵
城
鎮
で
は
、
春
に
種
花
花
、
旧

暦
四
月
に
掉
疙
疤
、
旧
暦
五
月
三
十
日
に
掛
紅
子
、
旧
暦
六
月
初
一
に
撒
饃
饃
と
頂
紅
子
、

焚
紅
子
と
い
う
よ
う
に
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
日
を
定
め
て
の
疱
瘡
習
俗
が
、
種
痘
を
接
種

し
て
か
ら
カ
サ
ブ
タ
が
剝
が
れ
て
治
癒
す
る
ま
で
の
対
処
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
種
痘
接
種
時
に
は
母
方
の
親
族
が
、
治
癒
時
に
は
父
方
の
親
族

が
実
施
者
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
と
は
異
な
っ
て
疱
瘡
習
俗
に
親
族
関
係
が
重
要
な
意
味
を

も
つ
こ
と
を
析
出
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
種
痘
が
普
及
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
天
然
痘
罹

病
前
は
母
方
の
子
ど
も
で
あ
り
、
天
然
痘
治
癒
を
経
て
初
め
て
父
方
の
子
ど
も
に
な
る
と
い

う
子
ど
も
の
所
属
観
が
想
定
で
き
る
と
す
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
の
天
然
痘
の
神
は
、
家
の
中

に
迎
え
祭
っ
て
か
ら
十
字
路
な
ど
家
の
外
部
に
送
り
出
し
、
帰
り
は
同
じ
道
を
通
ら
な
い
と

い
う
天
然
痘
神
の
「
祭
送
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
中
国
各
地
の
天
然
痘
神

は
、
道
教
の
廟
な
ど
に
小
児
の
生
育
や
病
に
関
連
す
る
神
と
共
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
天
津
市
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津
南
区
葛
沽
鎮
で
行
わ
れ
て
い
る
葛
沽
宝
輦
花
会
は
、
そ
の
祭
祀
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は

旧
暦
一
月
十
六
日
の
祭
り
で
、
香
斗
茶
棚
会
に
よ
っ
て
痘
疹
娘
娘
を
め
ぐ
る
祭
祀
が
行
わ
れ

て
い
る
。
も
と
も
と
は
天
然
痘
に
罹
患
し
た
際
に
天
然
痘
の
駆
除
や
小
児
の
加
護
と
順
調
な

成
長
を
祈
る
祭
り
で
あ
る
が
、
近
年
は
長
寿
や
平
安
を
祈
る
対
象
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
指

摘
す
る
。

　
終
章
は
本
論
文
の
要
点
と
今
後
の
課
題
を
提
示
す
る
。
疱
瘡
は
根
絶
し
た
病
気
で
あ
る
が
、

流
行
病
・
感
染
病
は
次
々
に
う
ま
れ
て
お
り
、
疱
瘡
の
諸
習
俗
の
研
究
は
、
医
療
と
緩
和
ケ

ア
と
の
関
係
、
病
気
へ
の
理
解
と
対
処
を
考
え
る
と
い
う
現
在
的
な
課
題
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
、
今
後
の
研
究
課
題
を
示
す
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
民
俗
学
に
お
け
る
疱
瘡
習
俗
の
研
究
は
、
一
九
〇
〇
年
代
前
半
に
柳
田
國
男
が
疱
瘡
踊
、

疱
瘡
祓
い
、
疫
病
神
送
り
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
は
正
月
な
ど
に
祀
ら

れ
る
疱
瘡
神
・
厄
神
に
つ
い
て
の
論
考
が
多
く
、
偏
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
疱

瘡
罹
病
時
に
疱
瘡
棚
を
設
け
て
の
疱
瘡
神
祭
祀
、
平
癒
時
の
疱
瘡
神
送
り
な
ど
の
諸
習
俗
は

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
実
地
調
査
に
よ
る
記
録
も
少
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
鎮
送
呪
術

や
防
御
呪
術
の
一
環
で
理
解
さ
れ
、
習
俗
の
全
体
を
捉
え
て
の
研
究
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
え
る
。
ま
た
、
疱
瘡
絵
の
研
究
は
Ｈ
．
Ｏ
．
ロ
ー
タ
モ
ン
ド
な
ど
の
研
究
が
あ
る
が
、

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
数
は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、
疱
瘡
と
い
う
病
気
の
実
態
と
関

連
づ
け
て
の
考
察
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
日
本
の
民
間
、
庶
民
生
活
に
お
い
て
は
「
疱
瘡
」
と
い
う
名
で
一
括
さ
れ
て
き
た
病
気
は
、

十
八
世
紀
後
半
に
人
痘
法
が
、
十
九
世
紀
初
め
に
牛
痘
種
痘
法
が
導
入
さ
れ
、
以
後
、
明
治

時
代
に
は
こ
れ
が
義
務
化
さ
れ
、
医
療
の
発
展
と
と
も
に
流
行
が
減
り
、
一
九
八
〇
年
五
月

に
は
国
際
連
合
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
根
絶
宣
言
が
な
さ
れ
、
今
や
天
然
痘
ウ
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イ
ル
ス
に
よ
る
病
気
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
種
痘
が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
江
戸
時
代
末

に
お
い
て
も
本
論
文
中
で
『
指
田
日
記
』
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
疱
瘡
へ
の
罹
病

に
よ
る
死
亡
者
は
多
く
、
死
に
至
る
病
気
と
し
て
の
恐
怖
感
は
高
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の

恐
怖
感
は
明
治
時
代
以
降
も
続
く
が
、
こ
う
し
た
病
気
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
疱
瘡
を
め
ぐ
っ

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
が
形
成
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
民
俗
学
の
疱
瘡
習
俗
の
研
究
は
前
述
の
よ
う
に
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
石
垣
絵
美
の
論
文
提
出
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
論
述
は
十
分
と
は
い
え
な
い
点
を
含
む
が
、
本
論
文
で
評
価
で
き
る

の
は
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。

　
第
一
に
は
、
江
戸
時
代
の
医
書
や
養
生
書
な
ど
三
十
三
の
文
献
記
述
か
ら
疱
瘡
と
い
う
病

気
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
治
療
法
や
養
生
法
が
示
さ
れ
て
い

る
の
か
、
さ
ら
に
は
習
俗
と
い
え
る
呪
的
な
対
処
や
神
祭
祀
が
ど
う
記
さ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
を
抽
出
し
て
分
析
し
、
一
七
〇
〇
年
代
に
は
疱
瘡
の
罹
病
過
程
に
は
、
い
く
つ
か
の
段
階

が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
罹
病
過
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程
理
解
と
疱
瘡
習
俗
が
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
さ
ら
に
は
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
疱
瘡
絵
の

画
題
も
罹
病
過
程
と
関
連
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
香
月
牛
山
『
小
児
必
用
養
育
草
』
で
は
、

疱
瘡
に
は
熱
蒸
、
放
標
、
起
脹
、
貫
膿
、
収
靨
の
五
段
階
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
橘

南
谿
『
疱
瘡
水
鏡
録
』
で
は
、
序
熱
、
見
点
、
出
齋
、
起
脹
、
行
漿
、
灌
膿
、
収
靨
、
落
痂

の
八
段
階
を
経
て
「
痘
ノ
コ
ト
ハ
終
ル
」
の
九
段
階
で
、
本
論
文
で
は
橘
南
谿
の
示
し
た
九

段
階
を
用
い
て
、
序
熱
で
は
赤
幣
束
を
刺
し
た
桟
俵
に
疱
瘡
神
を
迎
え
る
、
起
脹
、
行
漿
段

階
に
は
患
者
宅
に
疱
瘡
絵
や
疱
瘡
団
子
が
贈
ら
れ
る
、
灌
膿
段
階
で
は
疱
瘡
踊
が
行
わ
れ
る
、

九
段
階
目
の
痘
後
に
は
藁
馬
を
村
境
に
送
っ
た
り
、
患
者
に
湯
か
け
を
し
て
「
か
さ
ぶ
た
」

を
流
し
た
り
す
る
と
い
う
習
俗
の
対
応
で
あ
る
。
疱
瘡
絵
の
画
題
で
は
、
富
士
山
を
描
い
て

い
る
の
は
「
山
ア
ゲ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
起
脹
と
の
対
応
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
疱
瘡
習
俗
に
は
種
痘
の
場
合
も
含
め
て
罹
病
時
に
臨
時
に
行
う
習
俗
と
人
生

儀
礼
や
歳
時
習
俗
な
ど
定
期
的
な
習
俗
と
が
あ
り
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
正
月
の
疱
瘡
神
祭
祀
に
加
え
、
鹿
児
島
県
の
疱
瘡
踊
、
千
葉
県
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の
疱
瘡
オ
ビ
シ
ャ
な
ど
の
実
態
を
実
地
調
査
か
ら
叙
述
し
、
今
後
の
研
究
課
題
も
含
め
て
提

示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
や
神
社
明
細
帳
か

ら
疱
瘡
神
社
・
疱
瘡
社
を
抽
出
し
て
祭
祀
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、『
耳
囊
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
芋
明
神
社
」、
現
在
の
長
昌
寺
の
芋
観
音
堂
の
疱
瘡
治
癒
祈
願
の
祭

祀
を
実
地
調
査
し
、
現
状
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
あ
げ
た
点

も
含
め
、
こ
れ
ら
の
論
述
に
よ
っ
て
疱
瘡
習
俗
研
究
の
枠
組
み
を
広
げ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
三
に
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
中
国
山
東
省
と
天
津
市
で
疱
瘡
習
俗
の
実
地
調
査

を
行
い
、
そ
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
山
東
省
で
の
疱
瘡
習
俗
は
種
痘
を

行
っ
た
時
の
「
種
花
花
」
、
瘡
蓋
が
取
れ
た
際
の
「
掉
疙
疤
」、
疱
瘡
平
癒
を
知
ら
せ
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
「
挂
紅
子
」
、
さ
ら
に
日
本
の
疱
瘡
神
に
相
当
す
る
「
痘
疹
娘
娘
之
神
」
「
花
母

娘
娘
之
神
」
を
ま
つ
る
「
撒
饃
饃
」
が
期
日
を
定
め
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

天
津
市
の
葛
沽
宝
輦
花
会
は
道
教
の
「
痘
疹
娘
娘
」
の
祭
り
で
あ
る
が
、
中
国
で
の
疱
瘡
習

俗
の
調
査
研
究
で
は
、
疱
瘡
根
絶
後
の
変
化
・
変
容
も
視
野
に
入
れ
て
把
握
し
て
い
る
。
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本
論
文
に
お
い
て
評
価
で
き
る
点
は
右
の
三
点
と
い
え
る
が
、
た
と
え
ば
第
二
章
で
扱
っ

て
い
る
江
戸
時
代
の
医
書
・
養
生
書
に
よ
る
研
究
で
は
、
文
献
間
の
関
係
性
に
ま
で
は
分
析

が
届
い
て
い
な
い
。
赤
色
で
印
刷
し
て
い
る
場
合
が
多
い
疱
瘡
絵
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
赤

本
に
つ
い
て
も
研
究
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
こ
ま
で
は
視
野
が
届
い
て
い
な

い
。
ま
た
、
第
四
章
で
現
在
確
認
で
き
る
各
地
の
疱
瘡
習
俗
を
集
成
し
、
こ
れ
に
は
罹
病
初
期
、

罹
病
中
、
平
癒
時
の
三
段
階
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
個
々
の
習
俗
に
対
す

る
分
析
が
不
十
分
で
こ
れ
以
上
の
新
た
な
知
見
の
提
示
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
本
論

文
に
加
え
た
中
国
で
の
疱
瘡
習
俗
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
の
研
究
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
今
後
の
見
通
し
も
必
要
で
あ
る
。

　
本
論
文
に
は
、
さ
ら
に
検
討
、
分
析
が
必
要
と
な
る
こ
う
し
た
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

先
に
あ
げ
た
三
点
に
つ
い
て
独
自
の
実
地
調
査
も
含
め
て
疱
瘡
習
俗
の
研
究
を
進
展
さ
せ
て

い
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
石
垣
絵
美
は
、
博
士
（
民
俗
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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令
和
元
年
十
二
月
四
日

主
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
小

　
川

　
直

　
之

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
大

　
石

　
泰

　
夫

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

准

教

授
　
　
服

　
部

　
比
呂
美

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授

　
　
新

　
谷

　
尚

　
紀

　
㊞

　

06 石垣絵美先生.indd   15 2020/02/01   18:43:21



－ 17 － － 16 －

　
　
　
　
　
石
垣

　
絵
美

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
四
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士

（
民
俗
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
元
年
十
二
月
四
日

　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
小
　
川
　
直
　
之
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
大
　
石
　
泰
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

准

教

授
　
　
服
　
部
　
比
呂
美
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授
　
　
新
　
谷
　
尚
　
紀
　
㊞
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